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科学が好きな子どもを育てるために
自ら「感じ・考え・実感する」子どもの育成

はじめに
本校の特色
本校は，平成１５年度より科学技術・

理科教育推進モデル事業の指定を受け取
り組んでいる。この事業は，科学技術・
理科教育を重点的，一体的に推進する地
域内の小・中学校を「理科大好きスクー
ル」として指定し，地域と連携を図った
取り組みを進め，観察・実験・野外観察
等を積極的に実施し，児童生徒の学ぶ意
欲や知的好奇心を高め，理科の好きな児
童生徒を全国に増やし，児童生徒の科学
的な見方や考え方の育成を図るというの
がその趣旨である。
また，本校のある岡山地区は，自然の豊かな準農村地区にあり，文知摺観音，小鳥の森，

白鳥飛来地の親水公園など，豊かな自然に恵まれている。児童の意識調査によれば，子ど
もたちは野外の自然観察を楽しみにしており，実験や観察に対する関心や意欲も高い。反
面「おもしろくて楽しい」という「活動の動機」の割合は高学年につれて著しく低下する
傾向を示している。そこで，学習を楽しみ，児童が主体的に学習を進めるという観点から
授業を見直し，児童を取り巻く環境を整備することは重要であると考え，平成１５年度は，
「子どもの意欲を高める理科環境の工夫」に重点をおいて研究に取り組んできた。
その結果，以下のような変容が見られつつある。

「理科大好きスクール」の取り組みによる子どもの主な変容（平成１５年度）

○ 第６学年を除いて理科が好きな児童は増加している。
○ 学年が上がるにつれて「実験が好きまたは楽しい」という児童が増加する傾向にある。
○ 理科が好きと答えた児童の理由には「実験や観察が楽しい」がその大半を占め，外に「不思
議なことが分かる」「何でそうなるのかが分かる」「考えることが楽しい」など，考えること
そのものを楽しむ傾向が見られた。

○ 学年が上がるにつれて，勉強に取り組む理由として「おもしろくて楽しい」（活動の動機）
が低下する傾向が見られる。

○ 楽しいと思う理由としては「野外に出ていろいろなことを調べているとき」「いろいろな器
具や機械を使って観察や実験をしているとき」の割合が高い。また，「科学や理科について新
しいことがわかったとき」と「比べたり原因を考えたりしているとき」の割合も徐々に増加し
ている。

これらの結果を踏まえ，平成１６年度は，「子どもの意欲を高める理科環境の工夫」か
ら，「子どもの意欲を高める授業展開の工夫」に焦点を当てて取り組んできた。
以下，平成１６年度の取り組みの成果及び，平成１７年度の教育計画の構想について述

べる。
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� 平成１６年度の取り組み
１ 本校でとらえる「科学が好きな子ども」とは
「科学好きな子ども＝理科が好きな子ども」の姿とは
「理科大好きスクール」で目指す理科好きな子どもとは，自然界の事物現象を学ぶこと

が好きな子どもと置き換えられる。本校では，子どもたちにとって，理科と科学の区別は
理科＝科明確ではないこと，理科は科学的な見方や考え方を育てる教科であることから，

ととらえ，求める子どもたちの具体的な姿を以下のようにとらえた。学

生活科 理科問題解決の過程

（知的な気づき）感じる 感性
○身の回りの自然の事物現象に関心・興味をもつ姿 追究しようとする態度
○関心・興味をもった状態を持続し，注意して観察していく姿

創造性考える
○観察から一定の規則性を見いだそうとする姿 追究に必要な見方や考
（比較，関係づけ，条件制御・量的・時間的変化， え方，技能
多面的な見方）

主体性実感する
○自然に対する新たな見方をもつ姿 高まった自分を意識
○新たな見方をもった自分を見つめる姿 ふり返り

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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自ら「感じ・考え・実感する」子ども＝理科＝科学が大好きな子ども
つまり，自然界の事物現象を素材として取り上げた問題解決の活動の各段階で見られる

子どもの姿も，最終的に理科大好きな子どもの姿へとつながると考えた。
上の図で述べれば，生活科では，感じるに当たる部分。理科では，感じ 考え 実感す

るに当たる部分のそれぞれの姿が見られた時に「理科＝科学大好きな子ども」が育った，
または，育ちつつあるととらえた。また，「感じ」は「感性」，「考え」は「創造性」，
「実感する」は「主体性」につながると考える。

（２）理科が大好きな子どもを育てるために
子どもたちに，以下の３つの視点からアプローチしていけば，「理科＝科学が大好きな

子ども」（自ら「感じ・考え・実感する」子ども）を育てることができると考えた。
知的好奇心を促す環境によるアプローチ◇
児童を取り巻く日常体験によるアプローチ◇
日々の授業によるアプローチ◇
この３つのキーワードと，求める児童像との関連を以下のようなモデル図で表現した。

自ら「感じ・考え・実感する」子ども

児童を取り巻く日常体験知的好奇心を促す環境
によるアプローチによるアプローチ

日々の授業によるアプローチ

以下に，「科学が好きな子ども」がどのように育ったかを述べる。



- 3 -

２ 科学が好きな子どもがどう育ったか
（１）３つのアプローチから
� 知的好奇心を促す環境によるアプローチ

理科が大好きな子どもを育てるために必要なものはまず，理科的な環境である。◇

自然を素材にすると言っても，漠然としていては子どもの目には何も飛び込んではこ
ない。漠然とした自然から，ある一部分を切り取り，子どもの目に触れるようにする
必要がある。この環境は，子どもがその自然事象に関心・興味を示しそうなものであ
ればよい。常に，何かに関心・興味をもっている状態は，常に，何かしてみたいとい
う姿勢（心の動き）を子どもにもたせる。そのための環境作りが必要である。

ア 校舎内環境の整備
Ａ 子どもサイエンスコーナー

Ｂ アクアゾーン

「水はどうして吹き出すのだろう」

いつでも自然の事物現象に触れ，
不思議を体験できるようにと考えた
このコーナーには，休み時間になる
と必ず子どもたちが集まって人だか
りができる。空気砲を撃って，的を
倒したり，噴水実験器を不思議そう
に見たりしている子どもたち。この
ように，いつでも実験や観察ができ
る場を設けることにより，子どもた
ちの科学的な事象に関する関心が日
々高まってきている。噴水実験器で遊ぶ子どもたち

「胡桃川にこんな魚がいたんだね」

子どもたちが捕まえてきた魚やドジョウを飼育
し，地域の自然にいつも触れることができるよう
に考えたこのコーナーには，タナゴやオイカワ，
ドジョウなどが元気に泳いでいる。
このコーナーは，子どもたちが当番制で，えさ
を与えたり，世話をしたりしている。
魚の様子を観察する子どもたち
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Ｃ サイエンスショー

Ｄ ホームページによる情報の発信

イ 校舎外環境の整備

中庭の環境整備
自然がいっぱいで，もっと楽しい中庭にするために，

児童の考えを取り入れた「夢の中庭」作りを平成１５
年度より進めてきている。平成１６年度は，ウサギ小
屋を改修して，ウサギとも
っと遊べるスペースを広く
とったり，観察台のペンキ
を塗り替えたりして，楽し

い雰囲気を出すように工夫している。

遊べる場所を広く改修

観察台の整備をする職員と
愛校活動で除草する子どもたち

教師と子どもたちで作り上げていく授業の枠をこ
えて，その道の専門家と一緒に実験などを行ったの
が，サイエンスショーである。
理科の｢電気のはたらき」の応用･発展としていろ

いろな発電方法の紹介やいろいろの実験を行った。
子どもたちが真剣な眼差しで見つめていたのが，印
象的だった。
｢備長炭で電池をつくろう」ということで，備長

炭とペーパータオル・食塩水･アルミホイルを使っ
て電池をつくり，モーターにつけたプロペラを回し

たり豆電球のあかりをつけてみた。｢すごく楽しかった。」｢炭で電池が作れるなんて初
めて知ったよ。」と子どもたちは大喜びであった。
保護者の方も数人参加され，一緒に実験をして身近な科学にふれ楽しい時間を過ごし

た。

今年度より「理科大好きスク－ル」の取り組みについ
て，ホ－ムペ－ジで発信している。主に各学年ブロック
の授業の様子やネットワ－クコ－ナ－及び校舎内の理科
のコ－ナ－や中庭などの様子を紹介している。
まだ，どのページもそれほど詳しくはないが，少しず
つ内容が充実してきている。
また，このホームページの外にも，『おかやまっこ』

という新聞を発行し，手軽に「理科大好きスクール」の
取り組みを知って頂くように努力している。

４年生のホームページ
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� 児童を取り巻く日常体験によるアプローチ

◇ 科学的な事象に接した際に，そこで得た情報が交流することにより，科学的な見方は広がりを
見せる。ネットワークコーナーは，日常的に科学の情報の発信の場となるはずである。
◇ 日常生活の中にも理科的な事象は数多くある。例えば，校庭のラインを引く石灰。子どもに
は，石灰が目に入らないようにと言って聞かせる。しかし，それはなぜかまでは説明しないことが
多い。もし，この場で，「石灰が水に反応すると熱を発生するから目に入らないようにしなければ
いけない」と言ったら，子どもの反応は変わるだろう。石灰と水。今まで関連していなかったもの
が，関連して見えてくるのではないだろうか。このできごとは，必ず，石灰水を用いる授業に何ら
かの形で生きてくるに違いないと考える。このように，日常生活の中での出来事を我々が意識的に
とらえることが大事になる。つまり，教師側で，知っていることは，その場を逃さずに，きちんと
説明していくこと。また，知らなかったら，一緒になって考えてあげる立場を取ること。この姿勢
で子どもに迫っていくようにしたい。

ネットワークコーナーでの取り組み授業での体験が日常生活へ波及した例

第２学年生活科での「生き物とともだち」の単
元で，くるみ川や近くの川で魚やザリガニを探
してつかまえた活動が日常生活へも波及したこ
とが分かる作文を書いてきた。「たいりょうな
ザリガニ」
きょう，お母さんといもうとといっしょにザ

リガニつりに行きました。五匹つりました。す
るめだけでは，なかなかつれなかったので，あ
みでとったら，２８ぴきもとれました。うちに
もって帰ったら２ひきだけ，けんかしてはさみ
が１ぽんとれちゃったのでにがしてあげました。
なんびきも１つの入れものに入れているとまた
けんかをしちゃうので３つの入れものにわけて
３びきずつ入れました。赤ちゃんは，１１ぴき
入れました。入れものに入らないザリガニはに
がしてあげました。

２年生のコーナーでは「春さがしビンゴ」を
してみようと呼びかけた。子ども達は自由に用
紙を持っていき，休み時間などを活用して取り
組んでい
た。
ここで

の活動は
授業にも
生きたり，
また，授
業にも話
題に取り
上げられ
たりして
いる。 春さがしビンゴのカード

子どもたちの自然の事物・現象の発見や不思議を取り上
げたいと考えたこのコーナーには，ザリガニやアゲハの幼
虫，鳥の巣など，色々な物が，各学年のコーナーに並べら
れている。また，不思議な実験ができるようにしてあるな
ど，子どもたちの自然や科学に対する関心を高めることが
できるようにしている。
「このアゲハのよう虫は，何を食べるの」「カラタチやサ
ンショウの葉っぱだよ」このコーナーでは，子どもたちが
目の前の観察素材を通して，知り得たことをお互いに話題
にしている。気がついたことは，カードに書けるようにな

ザリガニを見ている子どもたちっており，子どもたちの情報交換，発信の場となっている。
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� 日々の授業によるアプローチ
ア 理科が好きな子どもを育てる授業実践

「ズレを意識させ顕在化する」理科編 キーワード

◇ 集団での学びで一番重要なことは，対立意見を引き出す。つまり「見方や考え方
のズレを表出する」と言うことである。一人一人の見方や考え方には，どれ一つとし
て同じものはない，この見方や考え方の違いを顕在化し，子どもたちの共通のものと
していく。違いが明確になると，子どもたちはどの考えが自然の事象を理解する上で
より妥当な考えなのか知りたくなる。この一人一人の見方のズレを大事にしていく。

第３学年 単元名「こん虫をしらべよう」

アメンボ・トンボ・アリ・クワガタムシ・コガネムシ・クモ・テントウムシ・バッタなどの，子ども
たちの身近に見られるさまざまな虫。本時は，これらの虫が昆虫かそうでない虫かを調べ，昆虫の体の
つくりをしっかりととらえることがねらいである。
初めに，チョウの学習で学んだ昆虫の特徴（体が頭・胸・腹の

三つの部分からできていて，足が６本ある）を全員で確認した。
その後，子どもたちはグループに分かれて，校庭や家の周りなど
で採集してきた虫の観察を始めた。お盆の上に虫を置き，虫眼鏡
を使って体のつくりや足の数を観察する子。体のつくりや足の数
が下から見やすいように，プリンカップの内側に虫をとまらせて
観察している子。観察の仕方にもいろいろと工夫が見られた。さ
らに，廊下に設置されている「子どもネットワークコーナー」の
図鑑や本で虫の名前を調べる子。ネットワークコーナーに置かれ
ていたコオロギやバッタを観察する子。偶然教室に飛び込んできたガを捕まえ調べる子。「アリは，足

が６本あるよ。」「アメンボは足が４本だから昆虫ではない
ね。」などと友だちと話し合いながら観察する子。観察の途
中，「コガネムシがたまごを産んでいる。」という声で全員
が１つの班に集まる場面もあったが，一人一人十分に時間を
かけた観察（約２０分間）ができていた。

グループごとそれぞれ自分で観察した結果を記録した後，
に昆虫と昆虫でないものとをカードにまとめ，黒板に裏返し
に貼付した。教師が１班ごとにカードを表にしていくと，
「えー」「どうして
ー」という子どもたち

の声があがった。トンボ
・クワガタ・クモなどはどの班も同じ結果だったが，アメンボ
は「こん虫」に入れた班と「こん虫でないもの」に入れた班が

確かに，アメンボは前足が中足・後足に比べて短あったのだ。
く，足が４本のようにも見える。「もう一度よく見てね」とい
う教師の指示や「図鑑でも昆虫だった。」との声もあり，アメ
ンボは昆虫の仲間として締めくくった。
最後に，昆虫の体の特徴をまとめ授業は終了した。
本時では，さまざまな虫を「足の数（６本）」「体のつくり（頭・胸・腹）」という視点を持ち，強

い関心・興味を保ちながら観察していた子どもたちの姿に，科学が好きな姿がよく表れていた。

ルーペを使って観察する子ども

図鑑や本で虫の名前を調べる子

昆虫の特徴を全員で確認する



- 7 -

第４学年 単元名「電気のはたらき」

ブラックボックスの中のＡとＢのオルゴールを見て「Ａは，スイッ
チを入れるとオルゴールがなるね」「Ｂは，ならないよ」「光を当て
ると，今度は，ＡもＢもなった」「光を消すと，Ｂがならないのはな
ぜだろう」「ソーラーじゃないのかな」「その四角いのなんだ？」
こどもたちは，光電池に対する興味がわき，光電池を使って「車を

走らせたい」「プロペラを回したい」と早く使ってみたい気持ちでい
っぱいになった。子どもたちは，乾電池との違いを確かめてみたいと
意気込んでいた。
「光の強さは関係するのかな」「どんな光でも電気は起きるのかな」
「太陽の光でないと電気は起きないよ」「でも，腕時計の光電池はど
んな光でも電気を起こすって聞いたことがあるよ」と光の種類につい
て考えを言い合う子どもたち。「距離は？」「光はどこまでもまっすぐ
進むから，どんなに遠くても大丈夫なはず」「光は遠くに行くと弱くな
るんじゃない」と距離について話し始める子どもたち。「光電池の大
きさも関係すると思う」「電卓のは小さいけど，モーターは回るのか
な」「電卓は電気が少なくても動くけど，モーターはどうかな」と子
どもたちは、自分たちの考えにズレが生まれていることに気付き始め

た。これらのズレをはっきりさせよう
と，実験が始まった。
一つのグループは，「光の強さと距離

を合わせて調べよう」と実験していた。
子どもたちは，光源から１ｍ以上も離れて

も回り続けることに驚き，夢中になって調べ
ていた。
実験結果の話し合いから「強く」「近く」「広く」「直角」を全部満
たしている場合が，プロペラを速く回すことを確かめることができた。
本時の活動を通して，光電池は，光の当て方によってモーターの回る

速さが変わることを実験を通して気づき，光電池の働きや特徴をとらえ
ることができた。そして，次は，光電池に太陽を当てて，車を走らせた
いという意欲が高まっ
た。
次の時間，前時に実験

したことを確かめなが
ら，車を走らせていた。
太陽に当てる光の角度に
よって，速度がどう違う
のか，日向と日陰の走る
速さの違い，光電池を半

分隠したときの速さはどうかなど，進んで調べ，速く
走らせようと試みていた。
このように，観点を持って実験に取り組み，実験し

たことをさらに別な場面で生かしてやってみたり，確
かめたりする姿は，科学が好きな子どもの姿の一つであると思われる。

乾電池と光電地が入っているブラック

ボックス

光の強さと回転調べ

光源との距離を夢中で調べる子どもたち

光の強さと距離調べ

これが光電池です
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第６学年 単元名「植物のからだのはたらき」

子どもたちは，インゲンマメの葉に日光が当たるとで
んぷんができ日光に当たらないとでんぷんができないこ

「ほかの植物の葉でも同じなのかな？」とを学習した。
「大きなサクラの木でもでんぷんができているのか
な？」「もっと他の植物でもでんぷんができるのか調べ
てみたいな」と身の回りの植物について疑問を持ち始め
た子どもたち。
身の回りの植物も，葉に日光が当たるとでんぷんがで

きるのか根拠をあげながら予想し合った。
「でんぷんが植物にとっての栄養だからどんな植物にで

と考える子どもが大半だっもできるんじゃないかな」
た。前日，実際に校庭に出て，各班ごとに調べてみたい
植物を選び丁寧にアルミホイルでおおいをして日光を遮
断した。検体にする植物については，事前に教師が予備実験をしはっきりと反応の表れる植物を数種類
選び，その中からの選択とした。でんぷんの検出方法についても，アルコール脱色法・たたき初め法・

すりつぶし法から事前に選択させておき，本時ではすぐ
に実験に取り組めるようにした。４人グループで２種類
の植物を，日光あり・日光なしの葉で比較対照実験する
ため，全員が１つの実験に携わることになった。そのた
め，どちらかというと実験の時に見ていることの多い女
子も器具や薬品の準備など積極的に取り組んでいた。ま
た，自分たちで選んだ植物の葉にでんぷんができている
かどうか，自分たちで選んだ実験方法で調べるため，い
つもの実験以上に興味を持って実験に入っていった。班
ごとに検体が違うということで結果にも強い関心を示し
ていた。
実験結果の出たところからカードに書かせ黒板の表に

提示させた。全員の結果を発表させることで，クラスの
中で認められるような場としてきた。取り扱う植物については分かりやすい結果が効率よく出るように
配慮したのだが，日光による大きな違いが出ないものもあり，はっきりと規則性を見つけるところまで
はいかなかった。しかし，子どもたちは全体の結果をもと
に，分かったことや考えられることをまとめていた。

子どもたちの姿には，予想とは合わない場合でも，得ら
れた結果を多面的な視点から捉え，考える，科学的な思考
の高まりが見られた。

葉をすりつぶす子どもたち

アルコール脱色法で実験する子どもたち

たち結果をカードにまとめる子ども

○ 葉に日光を当てるとむらさき色になったからでんぷ
んができた。（１９人）

○ おおいをした葉はでんぷんが少ない。（３人）
○ 日光に当てなくても少しでんぷんはできる。

（１９人）
○ 植物によってでんぷんの量が違う。（５人）
○ 植物によってでんぷんを必要とするものとしない
ものがある。（８人）
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イ 理科的な視点を生かした生活科
「子どもの気づきを生かす」生活科編 キーワード

子どもたちの興味・関心の方向はある一定の方向を向いていても，どの子も同じと
いう訳にはいかない。知的な気づきだと思われる子どもの姿や発展性のある姿をどん
どん他の子どもたちに紹介していくようにする。そのようにすることで，子どもたち
の興味・関心の方向性はさらにしぼられると考える。

』第１学年 単元名『いきものだいすき

「ザリガニが住みやすいお家を作ってあげよう」
生き物を採ってきて飼いたいと思っている子どもた
ちの思いを取り上げ，では，生き物を飼って世話を
するには，どうすればいいのかを考えさせた。
子どもたちは，住みやすいすみか（おうち）をい

っしょうけんめい考えてきた。
家からビンや，小石を採ってきたり，中庭から小

枝や落ち葉，鉢のかけらをさがしたりして，すみや
すいお家を作るための準備物を用意してきた。

ザリガニやドジ
ョウのために，石や鉢のかけらでかくれがを作った
り，ビンを水に沈めてすみかを作ったりしていた。
また，カタツムリには，登るための小枝を立てたり
していた。
しかし，チョウやバッタの食べ物など，子どもた

ちがよく分からなかったり，準備物が足りなかった
りした場合があったので，もっと教師が積極的に関
わって教えたり準備物を多く用意したりする必要も
あった。

生き物になったつもりで，すみかを作っても
らった感想を発表させると，「気に入った」
「とてもうれしい」などの発表が出てきた。
この授業後，休み時間になると，友達と虫探

しに行ったり，学校の行き帰りにも，虫を見つ
けたり採ったりする子どもが多くなり，虫好き
の子が増えてきた。
このように，子どもたちに実際に生き物に触

れさせる体験をさせることにより，自然（科
学）が好きな子どもが育っていくと思われる。

ザリガニは何が好きなのかな

カタツムリのお家をつくろう

なにをたべるのかな
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第２学年 単元名『いきものだいすき』

「このザリガニつかまえれるかな」「つかまえられる
よ」生き物の大好きな男子が早速ザリガニをつかもうと手
を伸ばしたが，なかなかつかまえられずに悪戦苦闘・・。
やっとの思いでつかまえると，子どもたちから大きな拍手
が起こった。
「みんなもやってみたいかい」との教師の声に多くの子

どもたちは「やってみたい」と答えた。しかし一部の女子
からは「できない」と不安の声もあがった。「できない人
には秘密兵器を貸してあげますから，先生のところに借り
に来てください」と言うと少し安心したようであった。
こうして子どもたちはグル－プに分かれてザリガニつ

かみを始めたが，やっぱりうまくいかないらしく，すぐ
に先ほどの女子が秘密兵器を借りに来た。秘密兵器とはするめをつけたザリガニつりの道具である。こ
の秘密兵器は他のグル－プにも伝わり，全てのグル－プで
ザリガニつりが始まった。
この日は，ザリガニの食いつきがあまりよくなく，なか

なかつれないようであった。それでもやっとひとつのグル
－プがザリガニをつり上げた。当事者たちはもちろん，周
囲からも歓声があがった。雰囲気が盛り上がり始めたとこ
ろで，ザリガニつりをやめさせ，ザリガニを前に集めた。
「え－，もう終わりなの」「もっとやりたい」の声が子ど
もたちからあがった。「実はこのザリガニは２年４組のザ
リガニではないので，もう川に返さなくてはいけませ

「川に返さないで教室においておこうよ」ん。」と言うと，
「そうしたいけど，これは教室におけないんです」「じゃ僕
たちでザリガニをとりに行こうよ」「それがいいよ」「先生行こうよ」「今，君たちがザリガニをとり
に行きたいと言ったんだけど，ザリガニをとりにいってみたいという人」大多数の子どもの手が挙がっ
た。
「それでは来週ザリガニをとりに行きましょう。ところでザリガニはどこに行けばつかまえられるの

一通りかな」との問いに多くの場所があげられ，教師はその場所にザリガニの写真を貼付していった。
終わった後で「とりに行く場所は先生たちで決めて
お知らせします。今日はこれからザリガニをとる方
法や準備物についてグル－プで相談して下さい」と
指示し，各グル－プごとにザリガニとりの相談を行
った。
本時で子どもたちは，ザリガニと触れ合う活動を

通してはっきりと，自分たちもザリガニをとりに行
きたいという意欲や今後の活動の見通しをもつこと
ができた。このように子どもたちに，生き物との出
会いを通して生き物に対する関心を高めさせ，進ん
でかかわりたいという意欲をもたせることによって，
子どもたちは自然（科学）とかかわることが好きに
なっていくと考える。

ザリガニをつかもうとする子どもたち

ザリガニをつり上げた子どもたち

ザリガニとりに賛成する子どもたち
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（２）実践事例
第５学年 理科学習指導案

平成１６年 ６月２８日（月） 第５校時

授業者 福島市立岡山小学校 山本 巌

場 所 福島市立岡山小学校 第２理科室

１ 単元名 「魚や人のたんじょう」

２ 単元の目標

・ 動物の発生や成長についての考えを

もつようにするとともに，生命の連続

性やすばらしさをとらえることができ

るようにする。

３ 理科が大好きな子どもを育てるために

（１）知的好奇心を促す環境によるアプロ

ーチ

メダカに日常的に接することができるよ

うに，飼育水槽を北校舎の犬走りに設置

し，継続観察できるようにしてきた。子ど

もたちは，早く自分でも飼育できるように

なりたいという思いをもちながらこの単元

の学習に入ることができた。

（２）児童を取り巻く日常体験によるアプ

ローチ

学校の身近にある胡桃川には，様々な生

き物が見られる。この川にメダカを放流で

きないかどうか考えさせることで，環境と

の関わりを意識させていく。

（３）日々の授業によるアプローチ（単元

・本時とのかかわり）

単元では，メダカが絶滅危惧種であるこ

とを取り上げる。絶滅危惧の理由として

は，川の水質が悪化していることや護岸工事によって水流が多く，速くなっていることをとらえさせたい。

子どもたちは，初めは，メダカを増やし，胡桃川へ放流したいと考えるであろうが，実際にメダカを放流す

る際には，胡桃川が適しているのかについて疑問をもつであろう。ただ単に，数を増やして放流すればよい

という安易な見方や考え方が，この単元での学習を通して，メダカにとってどのような環境がよいのかを再

考するきっかけとなることが期待できる。メダカの卵との出会いは，親のメダカが卵を生んでから今日まで

３回の観察を行っている。しかし，その観察の仕方は，たまたまその日に選んだ卵の観察であって，１つの

卵を継続的に観察してはいない。よって，卵の内部の変化の様子については，きちんととらえられていない。

本時では，目の前にある卵をじっくり観察し，その卵がメダカの卵の成長のどの段階であるのかを考えるこ

とを通して，１つの卵の内部の変化を継続的に観察していく必要性と直径２�程の卵の内部の様子が数日間

の間に複雑に変化していることへの驚きをもたせたい。また，この活動を通して，これからの継続観察への

態度が変化することを期待したい。
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５ 本時について

（１）本時の目標

成長の時期の異なるメダカの卵の観察から，メダカの卵の内部の成長の仕方に疑問をもち，発生の

順序や時期を継続観察していく視点や必要性をもつことができる。

（２）準備 解剖顕微鏡，ルーペ，観察カード

（３）本時の展開

学習内容・活動 子どもの思い 時間 ○指導上の留意点 ●評価

１ 同じ日に観察した卵のスケッチを ○ 同じ日に観察した卵なのに １０ ○ 数名の子どもたちの卵
見て，その違いの原因について話し 様子が違う。 のスケッチを提示する。
合う。 ○ 卵が違うからだ。 その際，同じ日のスケッ

○ 生まれた日が違うんだ。 チの中から，発生の段階
○ 泡の見えた卵とメダカの形 の違う物を選んで提示し
が見えた卵では，泡の見える 同じ日の卵でも，内部の

卵を観察し，卵はどのように変化 方が先だ。 様子にずいぶん差がある
してきたのか，変化していくのか考 ○ メダカの卵の成長には，決 ことに気付くことができ
えよう。 まりがあるようだ。 るようにする。

２ 目の前にある卵の内部の様子を観 ○ 今，目の前の水槽の卵は， １５ ○ メダカの卵は，どの卵
察し，成長のどの時期に当たるかを どんな風になっているのか も発生の順序が決まって
考える。 な。 いるという見方を押さえ
◇ 卵のスケッチをする。 ○ もう，メダカの形が見える てから，スケッチに取り
◇ 卵の成長の時期を考えながら， ぞ，ということは，子メダカ 組ませる。
スケッチを黒板に貼る。 のすぐ前のところかな。 ● 卵の成長の変化の順序

○ まだ，泡が見えるから，生 を考えながら，スケッチ
まれてすぐの卵かな。 を黒板に貼ることができ

る。
３ 黒板のスケッチを見て，卵の内部 ○ メダカの姿が見える卵はも １０ ○ 観察した卵の中には，
の変化の様子について話し合い，観 う出てきそうだ。 メダカの姿が見える段階
察の視点をもつ。 ○ 初めの頃の泡は見えない。 まで発生が進んだものが
◇ メダカの姿はだんだん見えてく ○ うっすらとメダカの形が見 多いと思われる。目につ
るのかな。 えるものもある。 きやすいということは，

◇ 泡は見えなくなっていくのかな ○ 泡の変化を見ていこう。 その期間が長いというこ
○ 何日目で体の線が出てくる とも押さえたい。
のか見逃さないようにしよう ５ ○ 卵の内部の拡大映像を

４ 卵の内部の拡大映像を見る。 ○ 心臓が動いている。 提示し，小さな卵の内部
◇２～３日目の卵の映像 ○ 血液の流れが見える。 の営みに対する関心をさ

らに高めていく。
５ ○ 本時の活動をふり返ら

５ 理科日記を書き，本時の活動をふ ○ メダカの卵は小さいが，い せ，次の活動に対する期
り返る。 ろんな変化が起きていてすご 待感を高める。

い。
○ しっかり観察していこう。
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授業案の補足説明

○本時は，メダカの卵の発生について以下の点について考えさせたいと考えた。

◇ 卵の成長には一定の順序がありそうなこと

◇ １つの卵を継続観察していく必要があること

「泡が消える→目ができる→ ？ →魚の形が見える」の一連の変化については，３回の観察でおおよそ

とらえられているようである。しかし，卵のあわ（油滴）はよく観察しているが，胚のでき始めの様子は見

逃しているようである。また，一つの卵について継続観察はしていないし，その必要感もあまり感じていな

いようである。

そのために，本時では，同じ日でも発生の段階に違いがあることに気付かせたい。その違いが，個体差な

のではなく，メダカという種に共通に見られる一定の決まり（発生）の違った段階を見ているために起きて

いるということに目を向けさせたい。

「個体差が原因で違う→同じ誕生日でも顔や姿が違うのと同じ」と「生まれた日が違う →２５日の卵の

違いは，誕生日が違うのと同じ」の違いをどちらととらえるかに興味がある。

育つ順序に一定の決まりがあるからこそ，同じ日に観察しても，見え方が違う。というとらえ方。このと

らえ方を前提として，メダカの成長の変化について目の前の卵の観察を通して，考えさせていきたい。

次に，本時では，自分たちが観察したメダカの卵が，発生のどの段階なのか意識しながら観察できるよう

にさせるようにしていく。

そのために，観察してできたスケッチを，黒板に貼るという活動を取り入れていく。自分がスケッチした

卵の内部の様子が，およそ１０日間のどこに位置しているのか，黒板に貼る際に真剣に考えるだろうと想定

した。また，最後に黒板に並べられた卵の内部の様子をもう一度ふり返ることにより，心臓と目はどちらが

先にできるのか，泡はいつ頃消えるのか，などについて詳しく観察していく必然性を感じさせたいと考えた。

卵の内部の拡大映像では，子どもたちが見ている卵の内部を大きく映すことで，心臓の動きや血液の動き

をとらえさせたい。今まで気がつかなかった内部の動きを知ることにより，動いていない様に見えたが，実

は動きがある。という見方で注意深く観察できるようになることを願った。

授業の実際
本時までに子どもたちは，メダカの卵を何回か観察

していた。しかし，その観察の仕方は，その日に生ま

れた卵を自由に観察するというもので，どの卵を見る

かについては，毎回自由であった。

そのような子どもたちに，１つの卵を継続的に観察

させていかないと卵の内部の変化の様子は分からない

し，内部の変化はとらえられないことに気付いてほし

かった。

そこで，本時では，まず，前時までに観察して記録

として残っていた，スケッチをいくつか取り上げた。

提示したスケッチは，以下のようなものである。
卵の観察スケッチを提示



- 14 -

これらのスケッチは，その大半が卵が生まれてから

２～３日目のもので，泡の様に見える油滴が見えてい

たり，目ができているものなどで，残りは，稚魚の体

ができつつあるものなどであった。

初めに，同じ日に描いたこれらのスケッチの様子が

違うのはなぜかと聞いてみた。子どもたちの反応は，

「生まれた日が違うから」というもので，予想通りの

反応であった。そこで，「生まれた日が違うのなら，

Ａ～Ｆのどれが早く生まれたのか」について，その順番を考えさせた。

子どもたちが，順番を考えた視点は，一つではなかった。「泡が見えているかどうか」「毛が伸びている

かどうか」「目が見えているかどうか」「体が見えているかどうか」など様々であった。特に，順番の判断

が難しかったのは，Ａ．Ｂ．Ｅ辺りで，どの卵が先か，意見が食い違った。

そこで，残りのはっきりとしている図Ｆについて，順番を考えさせた。Ｆについては，メダカの姿が見え

かかっているので，生まれる寸前であると見当をつけていた。

このように，順番を考えさせることによって，子どもたちは，メダカの卵の内部の変化には，順序がある

ことに気付き始めた。

一通り，図を並べ終わると，発生の初めの段階と，稚魚になる前の段階については，はっきりしてきたが，

泡（油滴）が変化し，胚が形成される辺りの図が少ないことが確認できた。そこで，目の前の卵を観察して，

発生のまだはっきりしない部分を見つけようということで，目の前の卵を観察することにした。観察しスケ

ッチした図は，黒板に発生の順序が分かるようにその位置を考えながら貼ることにした。

ある程度，順番があることに気付き始めた子どもたちに，目の前のメダカの卵を観察させる場を設けた。

この卵は，当日の朝に採集したもので，発生の過程がまちまちであ

る。４５分の授業では，スケッチする時間が不足していた。まだ，途

中の子どもたちが多かったが，スケッチを中断させ，できた子どもた

ちのスケッチを黒板に貼ってもらった。

子どもたちが描いたスケッチは，やはり，当日の朝の卵の関係で，

もう少しで孵化する前の図が多かったようだ。ほとんどの図が，もう

少しで誕生する方に位置するものであった。胚が形成される段階の図

は少なかった。ここまでで，子どもたちは，胚の形成の時期を見つ

け出すことが難しいこと及び，その段階を見逃さずに継続観察する

必要性についてはとらえられたと思われる。

本時の観察では，同じ卵の発生の段階を継続的に追う見方及び，それぞれの卵の別々の発生段階から，メ

ダカという魚の発生の段階を追うという見方の両方について考えることができた。本時において，自然の中

に一定の決まりが見えてきた子どもたちは，科学が好きな子どもに一歩近づいたに違いない。

スケッチした卵の発生時期を考える子どもたち
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� 「理科大好きスクール」から学んだことを生かして
ここでは，２年間の「理科大好きスクール」の指定を受けて取り組んできた実践を評価

し，平成１７年度の教育計画作成のための新たな視点を示す。

１ 平成１７年度の教育計画作成の視点

科学が好きな子どもを育てる構想図

感性・創造性・主体性の育成教育目標 科学が好きな子ども

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
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２ 問題点の分析と改善の具体案

（１）３つのアプローチから
知的好奇心を促す環境によるアプローチ�

ア 校舎内環境の整備

Ａ 子どもサイエンスコーナー

Ｂ アクアゾーン

◇ 科学作品の展示
おもしろそうな科学作品の作り方のパンフ

レットと教師が作った見本を展示しておき，自
由に子どもたちが作ることができるようにして
いく。また，子どもたちが作った作品を発表す
る日を設定し，作品を持ち寄って遊ばせた後，
作品を展示するようにする。
１ヶ月毎に課題作品を提示し，製作意欲を高

めるようにしたい。

自然や科学的事象への興味・関心を高
めることが中心の提示から

子ども達が意欲的に参加すること
のできる環境作りへ

◇ タッチプールの設置
現在は，３つの大型水槽に，地域のくるみ川で採った，タイリクバラタナゴやドジ

ョウなどが飼育されている。
この水槽は現在観賞専用であるが，平成１７年度に向けて，オタマジャクシ，ザリガ

ニ，カメ，ミズカマキリなどの水性生物に自由に触れながら観察できる水深の浅い水槽
を設置する予定である。このタッチ
プールを使って，生き物を直接さわ
って実感できるようにしたい。
そうすることで，子どもたちの動

物に対する感性は，さらに高まるこ
とが期待できる。また，あまりたく
さんさわると寿命が短くなることか
ら，動物には，触っても大丈夫な種
類と触られるのが適さない動物がい
ることに気付かせたい。

メダカにさわってみたいな
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Ｃ サイエンスショー

Ｄ ホームページによる情報の発信

イ 校舎外環境の整備
「子どもたちの考えた夢の中庭」作りをさらに進めていくようにし，楽しい中庭になるよ
うにしていきたい。その一環として，校庭の落ち葉を腐葉土に変える木枠を「小鳥の森」
の方にご指導頂きながら職員が９月に完成させた。今後は，腐葉土作りを行う予定である。
チョウを呼ぶ木の植樹，野鳥のえさ台については，早急に実現できるように手配中である。
〔今後の整備計画〕
○ アゲハチョウを呼ぶ木の植裁(ｶﾗﾀﾁ･ｻﾝｼｮｳ)

○ 腐葉土作り（カ
ブトムシの飼育）
○ 野鳥のえさ台，
巣箱の修理，設置等
これらのことを，

子どもと話し合いな
がら，子どもを交え
協力して環境を整え
ていき，より楽し
い，中庭作りをめざ
したい。

小鳥の森の講師に腐葉土入れ作り
を習う先生方

ホームページでは，今年度の本校の取り組みの一部を紹介できていることと思うが，◇

まだまだ断片的であり，全体的な取り組みを伝えるものとはなっていない。
今後，研究テ－マやそれに基づく昨年度からの取り組みの経緯，更に児童の学習の様

子など内容を充実させ，閲覧者の授業実践に役立つホ－ムペ－ジの作成に努めていく。

教師と子どもたちで作り上げていく授業の枠をこえ◇

て，その道の専門家と一緒に実験などを行ったのが，サ
イエンスショーである。発展的な内容の実験や観察をそ
の道の専門家に教えて頂くことも，子どもたちの興味・
関心を高めるが，子どもたちの興味・関心の高まりに応
じて，臨機応変に対応することは難しい面もある。目の
前にいる教師もできるだけ，発展的な内容についての研
修を深め，平成１７年度は，サイエンスラボを積極的。
進めて行きたい。サイエンスラボとは，理科の学習内容
から多少離れても，子どもたちが科学に興味・関心を高
めそうな実験や観察を，子どもと教師が一緒に行ってい
く取り組みである。この取り組みは，平成１６年度の２
学期より，実験的に実施していく予定である。

サイエンスラボプラン表

夢の中庭作りのプラン



- 18 -

� 児童を取り巻く日常体験によるアプローチ

日常体験によるアプローチとは，学習内容と日常体験がどのように関わっているかを把
握していることで，子どもの実態が明確になり，授業を展開する上で，子どもの見方考え
方がどのように変容していくのかをより把握しやすくなることを目的としている。また，
子どもたちが，ネットワークコーナーにおいて，科学的な情報のやりとりを活発に行い，
科学に関心を高めていくようになることも目的である。
平成１６年度は，各クラスにおいて，授業での学習内容が家庭や地域でどのように生き

ていたか，また，家庭や地域での体験や経験が学習にどのように生きてきたかを，また，
各学年においては，ネットワークコーナーでの子どもたちの情報交換状況の把握を学期ご
とに行ってきた。しかし，その把握の仕方の共通理解が徹底していない部分があった。
そこで，平成１７年度は，子どもの日常生活体験及び経験が授業内容にどのように生き，

また，授業内容が日常生活へどのようによい影響を及ぼしているかを把握する形式を統一
して提示し，共通理解のもと，理科が大好きな子どもの育成に取り組んでいきたい。
また，子どもネットワークコーナーでは，「見つけたよカード」「教えてくださいカー
ド」「教えてあげるカード」を用意し，子ども相互の情報交換が行われるようにしてきた
が，そのカードを掲示しておく場が十分に確保されていなかった。よって，平成１７年度
は，カードを掲示できるスペースを十分に確保し，子どもたちの情報交換がスムーズに進
むようにしたい。また，教師側では，子どもたちが書いたカードの累積や日常生活と授業
との関連が見られたエピソードを記録したカードの累積を図っていくようにしていきたい。

（案）〔活用の仕方〕
エピソードカード 年 組 ◇日常生活体験と学習内容との関連が見られた

場合，その子どもたちのつぶやき，行動などを
月 日 エピソード 場 面 エピソードとして記録していく。

◇ネットワークコーナーでの子どもたちの情報
◇「見つけたよカード」にカタ 昼休み 交換の様子を記録していく。8 /30

ツムリが，食べたものと同じ色 ◇「エピソード」の欄には，子どもたちが，日
のふんをしていることを書いて 常と科学を関連づけて考えている話の内容を記
いた。・・・・ 録する。また，「見つけたよカード」等の内容

を記録していく。
◇「場面」には，どのよう
な場面でそのエピソードを
話したのかを記録する。
「理科の授業中」とか，
「休み時間」のように記録
する。
◇カードは，ファイルに累
積しておき，理科・生活科
などの単元構想を考える際
に活用できるようにしてい
く。

子どもの日常生活体験及び経験の調査
の仕方の不明確さ
子ども同士の関わりの不足

日常体験と学習内容との関連を把
握する観点の明確化
掲示板の設置，活動を促す展示

ネットワークコーナー
◇ 子どもの活動を促す展示
目の前の科学的な事象や自然に触

れて，不思議だと思った感動や友だ
ちに知らせたい情報を自由に記入で
きるホワイトボード（掲示板）を設
置したり，実際に実験したりできる
場を多く設けたりして，子ども達が
もっと進んで楽しく関われるような
展示を工夫する。

パイナップルの葉の観察
の情報交換をする子ども
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� 日々の授業によるアプローチ
理科が好きな子どもを育てる授業実践から新しい教育課程へ迫る。

ア 理科編

第３学年 単元名「こん虫をしらべよう」

平成１５年度の秋にモンシロチョウの学習用として観察園にキャベツの種をまき，計画
通りにチョウの卵がキャベツに産み付けられ，卵や幼虫を観察することができた。このよ
うな観察をきっかけに，休み時間などには校庭への遊びの行き帰りなど，ちょっと「観
察」する子どもも増えた。自由に観察することのできる場としては身近にこのような観察
園があることは大変有効であった。しかし，モンシロチョウ以外の昆虫となると校地内に
野原的な場所がないため，アリやダンゴムシなど種類が限られてしまう傾向が見られた。
このようなことから，各自の家の周りや登下校の際などに見つけた虫などを観察ケース

に入れ，廊下の長机に自由に置いて他の友だちにも知らせるようにしたことは，子どもた
ちの興味関心を満足させるばかりでなく，より詳しく知ろうと調べ学習に取り組んだり，
クイズを作って発表したりするなど学習の輪を広げるきっかけとなった。
そこで，平成１７年度は，色々な種類の虫の中から昆虫を調べる過程で子ども自身が問

題点を見つけだし，課題を持って学習していくことのできるようなアプローチをしたいと
考えた。そのためには，現在進んでいる「中庭のアイディア募集」の中から，チョウの集
まるコーナーやいろいろな野草を意図的に植えたコーナーを盛り込んだ計画案を実現する
ことによって，子供達の日頃の学校生活の中でも目にすることができるようにしていきた
い。また，飼育しながら育ち方の違いに気づくことができるよう，自由に使う使うことの
できる飼育かごや観察用カップを常備する等とともに，下記に示した視点を基に環境整備

.に努力していきたい。
� 様々な種類の虫のいる環境作り・・・野草園の整備
� 子どもたち自身が情報を発信できるネットワークコーナーと授業との関連

� 季節に合わせた学習計画の作成（年間単元配当）
� 子どもたちの考えを見通した授業の流れの追究

（教材研究）

飼育できる昆虫の種類・観察場所
の偏り

子どもたちが比較しながら観
察できる環境作りへ

校地近くにある，多様な昆虫に出
会える，文知摺観音の境内。このよ
うな環境に少しでも近づけていく。 観察器具を増やしていく子どもたちから応募した

中庭の構想の募集
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第４学年 単元名「電気のはたらき」

本単元では，単元のはじめに車を作り，それにモーターと電池をつけてモーターカーを作った。作っ
た後，より速く動く車にするにはどうすればいいのか，それぞれに試行錯誤したり，また，友達に互い
に教え合ったりしながら，問題意識を持って車を走らせていた。
しかし，子ども一人一人が自分の問題を発見したり，願いや見通しを持って学習活動に臨めるように

するためには，十分に試行活動を行う時間の保障が必要になる。
単元の最後に「学習したことを生かして，こんなものを作ってみたい」という一人一人の願いを大切

にして，ものづくりに再度取り組んだ。だが「作るものの決定」「設計図作り」「ものづくり」の過程
に十分な活動時間をとることができなかった。自分の願いが達成された充実感から，より「自分らし
さ」を出す姿勢を育てるために，「ものづくり」を充実させ，子ども一人一人の願いが実現するような
支援を工夫していくことが大切である。
そこで，�車作りでは，多面的な試行活動が進められる教材の開発（図ァ）�理科の学習の内容の発

展や他教科と関連づけた総合的な学習（図ィ）。総合的な学習では，ものづくりを図画工作と関連づけ
て，多様なものづくりをしたり，光・電気を利用したエネルギーについて調べたりする。これらの活動
を通して，ものづくりや調べ活動をしていけば，光・電気の性質や働きがエネルギーを生み，それらが
役立てられているということをより実感できるようになるであろう。そして，それがエネルギーや環境
教育につながっていくと考える。
（図ァ）

（ 図ィ）第４学年「物質とエネルギー」 総合的な学習との関連「作ってみよう」
○ 電気のはたらき・・・・・・・・○乾電池と光電池を使ったものづくり

○電気のおこし方
○ 空気や水の性質・・・・・・・・○空気や水で遊ぼう
（もののかさと力･もののかさと温度）○空気や水の性質を使ったおもちゃづくり
○ ものの温まり方・・ ・・・・・○ものの温まり方を利用したものづくり

十分に試行活動を行うものづくり
の場の時間の不足

個々の願いを実現するものづ
くりの場の工夫

授業で使用した車
市販の教材

創意工夫の余地があり，多面的な活
動が考えられる車
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第５学年 単元名「魚や人のたんじょう」

「魚や人のたんじょう」の単元は，「魚」と「人」のどちらを選択するかによって，単元の内容が大
きく異なる。しかし，どちらにも共通している見方は，生命の連続性であろう。単元を展開するために
は，生命の連続性を意識させつつ，目の前の事象にズレを感じ取ることができる単元構想が望まれる。
今年度の単元構想は，下の図のようにした。

動物を教材とする単元の場合，観察が主だった活動になること
が多い。この単元では，メダカを主に扱うが，メダカの観察の時
間が大部分を占めている。この観察の中で生まれてくる様々な疑
問を取り上げ，次の観察の視点にしていくことが多い。
しかし，継続観察するにしても，その意欲を持続するには，集

団の機能を生かして，自分の考えと友達の考えを比較し，考えの
多様性に気付き，ズレを意識することが大事である。
そこで，平成１７年度は，発生の順序についての見方や考え方

のズレから観察意欲を高める方法として，メダカの卵から稚魚ま
での発生の過程を３段階程度予想させ，その変化の様子を図に表
現させることにも取り組んでみたい。
外の学校の例によると，メダカの卵の発生に関する子どもの考

えには，いくつかのパターンが見られるとの報告がある。
○ 卵の中に目や心臓など体の器官になる初めの物が入っていて，
それぞれが発生を進めて，全体として体ができあがる。

○ 卵の中の形そのものがメダカの形に変化していく
○ 細胞のような小さな物がどんどん増えて体の形になっていく
などである。
ある程度メダカに触れた段階で，目の前のメダカの卵の内部の

変化をぜひ創造させてみたい。子どもたちは，どのように図に表
現するのだろうか。その図の解釈のズレから，卵の内部の変化に
ついて話し合う場を設け，意欲的に観察活動に入ることができる
ようにしていきたい。
また，観察コーナーを教室に設置し，一人一人に自分のペース

に応じて自由に観察できるようにする。その中で生まれた疑問は，
ホワイトボードに記入しておけるようにし，だれがどんな疑問を

もっているか一目で分かるようにする。こうすることで，お互いの疑問を共有化できるとともに，その
考えに対する心構えができる。また，外の友達の疑問を調べてみるといった活動も生まれることが期待
できる。観察の中で生じるズレとしては，卵の内部の変化の順序性についてだろう。本年は，内部の器
官のすべてを観察の対象としたが，視点が多すぎ話し合いがかみ合わなかった部分もあった。
そこで，発生の初期では，油滴が目につくことから，油滴がどう変化していくのかに視点をしぼって

観察させたい。油滴に着目しながら，観察していくことで，それに付随して目や心臓の発生にも気づい
ていけるだろう。発生によって変化する油滴の数や大きさを観察していくことで，卵の変化の順序性に
ズレが見えてくることだろう。そのズレを生かして，授業を改善していきたい。

ズレが生まれる場の把握のあいま
いさ

ズレを生かした授業展開
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第６学年 単元名「植物のからだのはたらき」

子どもたちは，１・２年生の時にサツマイモ，トウモロコシ，ミニトマトを栽培した。５年生では田
植えをし，稲の成長を観察しながら米の収穫を体験した。理科の学習では，インゲンマメを発芽させて，
発芽のために種子にあるでんぷんが必要で，植物の成長には日光・水・肥料が必要であることを学んで

いる。
しかし，自然条件によって植物の成長が違うことについて

はまだ漠然とした感覚的な認識にとどまっている。また，高
学年になるにつれて，自分の手で植物を栽培する経験が少な
くなり，身近な植物にも関心を示さなくなってきているのが
クラスの実態である。そこで，本単元の学習の準備段階では，
インゲンマメではなく，ジャガイモを畑に植え付けることに
する。ジャガイモは，種子や苗ではなく種芋を植えるので大
きな驚きとなるだろう。身近なジャガイモを教材として取り
上げて栽培活動を行うことで，日光ででんぷんを作り，その
でんぷんを蓄えることでジ
ャガイモになるという植物

としてのジャガイモの成長を学習できる。同時に，植物の仕組みによ
ってできた野菜としてのジャガイモを収穫し味わうことができれば，
子どもたちの本単元への興味がさらに増すと思われる。
薬包紙に包まれた片栗粉を子どもたちに見せ，まず，でんぷんをじ

っくり観察させる。このでんぷんがじゃがいもに含まれていることを
知らせ実際に取り出させる。その他，カボチャやサツマイモ，ご飯，
パンなど身近なものにも含まれているのかヨウ素液で調べさせる。で
んぷんの形を顕微鏡でも覗かせればさらに興味を持つに違いない。日
光のよく当たる場所で育てたものと日陰で育てたものの比較も収穫の
時にできれば，でんぷんと日光・植物の成長の関係を明確に把握でき
ると思う。でんぷんがどこでできるのかを予想させ，実際に種芋・葉

・茎・根・新ジャガで
でんぷんの有無を確か
める実験をし，結果を
もとに話し合わせれば，でんぷんのできる場所を追求し
ていけると考える。葉ででんぷんを作ることを知った子
どもたちに，でんぷんができることと日光の関係を探ら
せていく。単元の最後では，ジャガイモから取り出した
でんぷんで葛湯を作って試飲したり，家庭科の学習とリ
ンクさせてあんかけのおかずを調理したりする。収穫し
た日向と日陰のジャガイモを実際に使って肉じゃがなど
を調理して食べれば，日常生活と科学との関連が意識さ
れ思考も連続し，科学をより身近に感じていく中で，科
学が好きな子どもが育つと考える。

多様な種類の観察教材の使用によ
る，子どもの意識の連続性の低下

身近な野菜を用いた子どもの思
考の連続性重視の単元構成

たたき染めに取り組む子どもたち

ヨウ素液をたらしてみると

理科日記を書き，授業をふり返る
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イ 生活科編

第１学年 単元名「いきものだいすき」

今年度の「くさばなやむしとあそぼう」を通して，虫が苦手だった児童もすっかりいき
もの大好きになり，深くかかわるようになってきた。授業の実践を通して 年生は，材料1

の準備などに限界があり，思うように活動できない児童がみられた。
そこで，平成１７年度は，学習環境を充実させて，より深く生きものとかかわり，命の

大切さに気づかせたい。また，教師は，いつでも支援できるように，材料や資料を準備し
ておき，児童とのかかわりを深めるようにしていきたい。以下に２つの単元構想作成の視
点を示す。

〈くさばなやむしとあそぼう〉
○ もちずり観音・・・広場だけでなく林でも遊ぶ。

○ 校庭の周辺・・・校庭より種類の多い畑の生き物の教材化を図
る。

中庭・・・・・・蝶を呼ぶ木を植える。(ｶﾗﾀﾁ ｻﾝｼｮｳ)○ ,

○ 池・・・・・・・中庭のメダカ，オタマジャクシ，イトトンボ
に継続的に関われる単元構想をしていく。

〈いきものとなかよしになろう〉
○ ウサギのサークル内にクローバを植える。

クジャクやウサギに自分たちで名前をつける。○
教室内でも小動物を飼う。（ハムスター，インコ等）○
図鑑などのコーナーの分かりやすい表示をする。（子どもたちが○

考えた分類にしてみる）

材料の準備の限界 学習環境の構成と整備

もちずり観音の

境内で遊ぶ子ども

たち

（もちずり観音は，

多様な植物が生育

しており，開発し

がいのあるフィー

ルドである。



- 24 -

第２学年 単元名「生き物とともだち」

本時のねらいは，ザリガニとの触れ合いを通して自分達もザリガニを探しにいきたいという意欲をも
たせることであった。そのために川に返すという理由で，ザリガニつりをやめさせ，もっとざりがにつ
りをするためにどうしたらよいか考えさせ実際に川に行く活動に目を向けさせたのだが，こうした動機
づけにはちょっと無理があったように感じられた。ここでは十分にザリガニつりを体験させた後で上で，
子どもたちから「川でつってみたい」という声を拾い上げたり，そうした声が出ない場合は教師から
「本当の川でもつれるかな」とはたらきかけをしたりした方が，自然な動機づけとなったのではないか
と思う。
しかしながら，「ザリガニを探しに行きたいか。」という教師からのはたらきかけに対しては，大多

数の児童は積極的な反応を示しており，このことから，本時のねらいはおおむね達成できたと考える。
また，本時の後には，ザリガニつりや生き物探しを行った。
ここでは，教室と同じように本気になってサリガニをつりあ
げる子ども，初めて網で魚をつかめて喜んでいる子ども，つ
かめた魚をおそるおそるさわってみる子どもなど，一人一人
様々ではあるが積
極的に活動に取り
組む姿が見られ
た。また，つかま
えた生き物は教室
で世話をしたが，
水の交換など毎日

の飼育も一生懸命行っている姿も多く見られた。そして１
学期が終わる時，飼育している生き物をどうするか聞いた
ところ多くの児童が家に持ち帰りたいと答えており，生き
物を大切にしようとする気持ちが育っていることが感じら
れた。更に家庭でも，家の人と一緒に川で生き物を探し飼
育しているという情報が寄せられ，身の回りの生き物に対する認識が深まってきたように感じられた。
以上の活動を通して子どもたちの生き物に対する認識が深められたが，ここでは川の生き物に限られ

ていたので，平成１７年度は，川だけに限らず身の回りの生き物全体に目を向けさせたい。そして，そ
れらを生き物マップに表すなどして，身の回りの生き物を身近に感じられるような環境づくりに努めて
行きたい。また，子どもたちは，生き物を大事に飼育していると思ってはいるが，生き物にとっては，
自然のままであることが最良の環境であることを考えると，生き物がいつまでも豊かに生育できる環境
を守り育てていくという取り組みも我々には必要になってくると考える。
具体的には，校庭又は，中庭の一角に手つかずの空き地を作り，自由に観察できるスペースにしたり，

近くの川を縦割り班活動で清掃したりする。
そうすることによって子ども達は自分達がいかに多くの生き物と共に生きているのかということを実

感し更に生き物を大切にしようとする心が育つであろう。と同時に，生き物に対して自分と同じかけが
えのない命を感じることができるようになると考える。さらに，生き物を飼うという学習は，子どもた
ちの成長にとって大変重要な位置を占めており，道徳と関連づけて指導していくことによって，効果的
な学習展開が可能になると考える。

ザリガニがつれて喜んでいる子どもたち

生き物を探し回る子どもたち

生き物に親しむことが中心の授業
実践

更に命の尊さを感じ取らせる
授業実践へ
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（２）理科アンケートの結果から

上の表は，年３回実施している理科アンケートの「理科の勉強で楽しいこと」に関する子どもたちの
回答の結果を集計したものである。平成１５年度の１月時点では，「�予想」及び「�既習との関連」
のポイントが低く，３年から６年までの平均で，それぞれ，� ％� ％であった。43.5 32.3

しかし，平成１６年度の７月では，そのポイントが� ％� ％とそれぞれ， ％， ％も53.0 42.0 9.5 9.7

上昇している。子どもたちはそれぞれ進級し，集団の構成メンバーが違うことや，アンケートの時期の
学習内容が，１月と７月では違うことを考慮したとしても，このデータからは，昨年１月の集団と比較
して，今年度７月時点での集団の質は，明らかに高まっていることが読み取れる。
また，学年を追ってみてみると，ポイントの上昇が見られるのは「�既習との関連」ではＨ１５の３

年とＨ１６の４年，Ｈ１５の５年とＨ１６の６年。「�観察・実験」では，Ｈ１５の３年とＨ１６の４
年，Ｈ１５の４年とＨ１６の５年。「�新しい発見」では，Ｈ１５の３年とＨ１６の４年，Ｈ１５の５
年とＨ１６の６年である。また「�なんとなく」のポイントの減少も見られる。一方でポイントが下が
っているのが４年，５年，６年の「�比較や原因」「�計画・立案」であった。
これらのことから「予想する際には，既習事項との関連を意識しながら考えることができつつあり，

観察や実験そのものには楽しく取り組み，新しい発見をした実感は得ている」と言えるが「比較などの
視点を生かし、観察や実験の計画を立てて取り組む」点については，今後，重点的に指導が必要である
ことが分かる。

おわりに
平成１５年度から始まった「理科大好きスクール」の取り組み

は，平成１６年度で終わりを迎える。これまでの１年と６ヶ月の取
り組みを通して，理科＝科学が好きな子どもは，着実に多くなって
きており，これは，理科大好きスクールとして，科学が好きな子ど
もの育成に取り組んできたからこそ生まれた変容であると思われ
る。
今後は，理科大好きスクールの取り組みが終わった後の平成１７

年度も，これまでの子どもたちに育ってきた科学の目をさらに育て
るべく，３つのアプローチを通して，全職員一丸となって研究に取
り組んでいきたい。

こんなに小さなトウモロコシ
を見つけたよ




